
・えび（中）・・・８尾
・ほたて貝柱・・・１個
・三つ葉・・・１束
・卵・・・１個
・冷水・・・１カップ

・小麦粉・・・１カップ
・ベーキングパウダー・・・小さじ１
・塩・・・適量
・揚げ油・・・３カップ
・レモン・・・１個

今回はえびとほたてを使った「えびとホタテのかき

揚げ」をご紹介します。ご飯はもちろん、そばや

うどん、そうめんのお供にもぴったり。えびとほたて

のサクサク・プリプリの食感に、お箸が進みます。

材料（4人分）

北の魚情報がぎっしり！北海道ぎょれんウェブサイト

www.gyoren.or.jp
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特集

えびとホタテの
かき揚げ

夏の麺のお供にも、サクサク・プリプリかき揚げ

浜のおかあさん

レシピ

えびの殻をむき、貝柱を適当な大きさに切り水気を
きる。
三つ葉の根元を切り落とし、２ｃｍの長さに切る。
ボールに卵と冷水を合わせ、小麦粉とベーキング
パウダーを加えて混ぜ合わせる。
①と②を合わせ、塩と小麦粉（分量外）をまぶし、③
の衣と合わせる。
クッキングペーパーを７ｃｍ四方の大きさに切り、表
面に④を乗せる。
１７０°位の油にクッキングペーパーごと入れて揚げ
る。しばらくしてクッキングペーパーが自然に外れ
たらすくい上げる。
かき揚げをお皿に盛り、お好みでレモンを絞り、出
来上がり。

❶

❷
❸

❹

❺

❻

❼

作り方

東しゃこたん漁協

白岩　浪恵さん 熊木　和枝さん

第53回 北海道漁業協同組合長会議
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萌
管
内
お
魚
普
及
協
議
会
は
、
６
月
５
日（
金
）
旭
川
と
き
わ
市

民
ホ
ー
ル
で
留
萌
の
水
産
物
を
使
用
し
た
料
理
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
料
理
教
室
は
、
春
と
秋
の
年
２
回
、
ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ

プ
直
営
店
で
の
フ
ェ
ア
と
併
せ
て
平
成
16
年
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
毎

回
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。
料
理
教
室
の
開
会
に
あ
た
っ
て
、
お
魚
普

及
協
議
会
会
長
の
増
毛
漁
協
相
内
専
務
は
「
今
日
の
レ
シ
ピ
が
皆
さ
ん

の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
加
わ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。

　
今
回
は
増
毛
漁
協
女
性
部
の
６
名
が
講
師
と
な
り
、
え
び
や
ほ
た
て
、

た
こ
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
海
鮮
塩
こ
ん
ぶ
サ
ラ
ダ
、
カ
レ
ー
風
味
の
か

れ
い
の
唐
揚
げ
、
鮭
と
い
く
ら
の
親
子
ち
ら
し
、
ぬ
か
に
し
ん
の
三
平

汁
の
４
品
を
作
り
ま
し
た
。
用
意
さ
れ
た
ほ
た
て
や
甘
え
び
、
ぬ
か
に

し
ん
な
ど
の
大
き
さ
と
量
に
参
加
者
の
間
か
ら
は
驚
き
の
声
が
上
が
り

ま
す
。
い
ざ
調
理
が
始
ま
る
と
、
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
主
婦
と
あ
っ

て
、
手
慣
れ
た
様
子
で
作
業
が
進
み
ま
し
た
が
、
ほ
た
て
の
蒸
し
方
や

え
び
の
下
処
理
、
ア
レ
ン
ジ
レ
シ
ピ
は
女
性
部
の
独
擅
場
。「
ほ
た
て
を

蒸
し
た
時
の
汁
は
ス
ー
プ
に
し
て
も
お
い
し
い
で
す
よ
」「
え
び
を
茹
で

る
と
き
は
熱
湯
か
ら
」
な
ど
、
そ
こ
こ
こ
で
ア
ド
バ
イ
ス
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　
出
来
た
料
理
は
女
性
部
を
囲
ん
で
和
気
あ
い
あ
い
と
試
食
。
今
回
が

２
回
目
の
参
加
と
い
う
女
性
は
、「
今
日
は
母
と
妹
と
一
緒
に
参
加
し
ま

し
た
。
ど
の
料
理
も
と
て
も
美
味
し
く
て
、
家
で
も
作
っ
て
み
よ
う
と

思
い
ま
す
。
お
店
の
フ
ェ
ア
に
も
行
き
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
料
理
教
室
に
併
せ
て
、
６
日（
土
）、
７

日（
日
）
に
は
旭
川
と
深
川
の
ホ
ク
レ
ン

シ
ョ
ッ
プ
で
「
留
萌 

お
魚
フ
ェ
ア
」
が
開

催
さ
れ
、
増
毛
漁
協
女
性
部
と
共
に
、
北

る
も
い
漁
協
初
山
別
地
区
女
性
部
が
売
り

子
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
料
理
教
室
の

参
加
者
は
も
ち
ろ
ん
、
た
く
さ
ん
の
お
客

様
に
留
萌
の
な
ん
ば
ん
え
び
や
た
こ
、
殻

付
ほ
た
て
な
ど
を
購
入
頂
き
、
早
い
店
舗

で
は
販
売
開
始
１
時
間
半
で
ほ
ぼ
完
売
と

な
る
な
ど
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

浜の

元気印！

留

留萌管内お魚普及協議会が
料理教室・販促フェアを開催

料理教室の講師としても、お魚フェアの売り子としても大活躍だった増毛漁協女性部の6人

ホクレンショップイチヤン店（深川市）
でのフェアの様子

1　|
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［うみ・なかま コミュニケーション］

さわやかな初夏の風吹く志海苔漁港
表紙の写真
函館市漁協／岩田 孝行さんご家族です。

08 道漁青連が平成２７年度第１回地区会長会議・
ぎょれん役職員との懇談会を開催

15 本所からこんにちは 「購買部」

14 「お魚殖やす植樹運動」植樹行事が行われました

浜の家族物語
函館市漁協／岩田 孝行 さん　ご家族10

なみまるインフォメーション12

大漁祈願！

浜のほっとニュース16

みなさんのお便りでつくるページ

なみまる おたより箱17

頭すっきり!! ブレイクタイム11

浜のご意見番 購販推進地区委員長に聞きました
09 ぎょれんの仕事、ここがあっぱれ! ここは喝！

特集1
02 第53回 北海道漁業協同組合長会議

特集2
05 第66回 ぎょれん通常総会

留萌管内お魚普及協議会が料理教室・販促フェアを開催
浜の元気印！
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特集1
SPECIAL

特集1  第53回北海道漁業協同組合長会議

強い北海道漁業の確立に向けて、3つの議案が
決議された第５3回全道漁協組合長会議

議長を務めた白糠漁協の柳谷組合長（左）と、
副議長を務めた北るもい漁協の今組合長（右）

高橋はるみ北海道知事

ぎょれん 川崎会長

松浦宗信道議会
水産林務委員会委員長

第
53
回 

北
海
道
漁
業
協
同
組
合
長
会
議

北
海
道
漁
業
の
構
造
転
換
を
目
指
し
て

後
継
者
対
策
、資
源
対
策
な
ど
の
議
案
を

決
議

　　
開
会
に
あ
た
っ
て
、
主
催
団
体
を
代
表
し
て
ぎ
ょ
れ

ん
川
崎
会
長
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
続
い
て
高
橋
北
海

道
知
事
、
道
議
会
を
代
表
し
て
松
浦
水
産
林
務
委
員
会

委
員
長
よ
り
来
賓
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議

長
に
柳
谷
組
合
長（
白
糠
漁
協
）、副
議
長
に
今
組
合
長

（
北
る
も
い
漁
協
）を
選
任
し
、議
事
を
進
行
し
ま
し

た
。

　
提
出
さ
れ
た
３
つ
の
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承

認
さ
れ
、
今
後
の
具
体
的
な
施
策
の
推
進
に
向
け
て
、

各
系
統
団
体
、
協
議
会
他
関
係
諸
団
体
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
強
力
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
6
月
18
日（
木
）、札
幌
市
の
第
2
水
産
ビ
ル

大
会
議
室
で「
第
53
回
北
海
道
漁
業
協
同
組

合
長
会
議（
全
道
組
合
長
会
議
）」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。会
議
に
は
5
月
7
日（
木
）の「
全
道

組
合
長
会
議 

第
1
回
実
行
委
員
会
」で
審
議

さ
れ
た
3
つ
の
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、そ
の
会
議
の
模
様
と
決
議
内
容

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

発
言
者

市
山
組
合
長

　
　
　（
ひ
や
ま
漁
協
）

発
言
者

岩
田
組
合
長

（
い
ぶ
り
噴
火
湾
漁
協
）

発
言
者

山
崎
組
合
長

　
　（
上
磯
郡
漁
協
）

決
議
内
容
に
つ
い
て

決
議
第
１
号

資
源
増
大
・
管
理
対
策
に
つ
い
て

（
１
）
日
本
海
を
は
じ
め
と
す
る
資
源
増
大
に
向
け

た
栽
培
漁
業
の
推
進

①
各
海
域
の
実
情
に
即
し
た
効
果
的
な
種
苗
生
産

事
業
に
対
す
る
支
援
対
策
を
講
ず
る
こ
と

②
栽
培
漁
業
に
係
る
生
産
施
設
等
へ
の
支
援
措
置

を
講
ず
る
こ
と

（
２
）本
道
漁
業
の
実
態
に
即
し
た
資
源
管
理
体
制
の

推
進

①
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
資
源
管
理
制
度

に
関
し
て
、
各
海
域
の
実
情
に
見
合
っ
た
管
理

方
法
の
見
直
し
を
図
る
こ
と

②
資
源
回
復
に
向
け
た
地
域
別
の
操
業
体
制
を
確

立
す
る
こ
と

決
議
第
２
号

漁
業
経
営
の
体
質
強
化
対
策
に
つ
い
て

充
強
化
を
図
る
こ
と

（
２
）漁
場
環
境
保
全
の
推
進

①
森
林
・
河
川
・
海
洋
環
境
保
全
お
よ
び
流
木
等

を
含
め
た
漂
流
漂
着
物
対
策
の
拡
充
強
化
を
図

る
こ
と

②
年
々
悪
質
化
す
る
組
織
的
密
漁
の
防
止
に
向
け

た
支
援
措
置
の
拡
充
を
図
る
こ
と

③
甚
大
な
自
然
災
害
か
ら
の
早
期
復
旧
に
向
け
た

支
援
措
置
を
拡
充
強
化
す
る
こ
と

④
一
定
の
条
件
下
に
お
け
る
ウ
ニ
殻
等
の
海
中
還

元
を
可
能
と
す
る
資
源
回
復
に
向
け
た
リ
サ
イ

ク
ル
体
制
の
手
法
を
制
度
的
に
確
立
す
る
こ
と

（
３
）多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
の
継
続・拡
充

①
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
の
継
続
お
よ

び
活
動
規
模
の
拡
大
等
を
図
る
こ
と

②
漁
村
集
落
直
接
支
払
交
付
金
制
度
を
創
設
す
る

こ
と

（
４
）原
発
災
害
関
連
対
策

①
福
島
原
発
事
故
の
早
期
収
束
お
よ
び
全
て
の
原

発
の
安
全
強
化
対
策
を
講
じ
る
こ
と

②
国
内
外
に
よ
る
風
評
被
害
の
早
期
解
消
お
よ
び

韓
国
等
輸
入
規
制
の
早
急
な
解
除
を
図
る
こ
と

③
将
来
に
向
け
て
原
発
に
依
存
し
な
い
体
制
を
目

指
し
、
自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
利
用
の
推

進
を
図
る
こ
と

（
１
）
担
い
手
の
確
保
に
向
け
た
支
援
対
策

①
漁
村
地
域
を
担
う
漁
業
者
に
対
す
る
新
た
な
漁

船
・
生
産
設
備
の
導
入
支
援
事
業
を
創
設
す
る

こ
と

②
漁
業
後
継
者
の
定
着
に
向
け
た
青
年
就
業
準
備

給
付
金
の
条
件
緩
和
な
ど
支
援
措
置
の
拡
充
を

図
る
こ
と

（
２
）「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」の
実
践
に
向
け
た
諸

対
策
推
進

①
「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」
の
推
進
に
向
け
た

関
連
事
業
の
拡
充
を
図
る
こ
と

②
「
浜
の
機
能
再
編
広
域
プ
ラ
ン
」
の
取
り
組
み

に
対
す
る
支
援
措
置
を
講
ず
る
こ
と

（
３
）漁
業
収
入
安
定
対
策・漁
業
コ
ス
ト
低
減
対
策
の

推
進

①
漁
業
共
済
制
度
等
の
見
直
し
な
ど
、
漁
業
収
入

安
定
対
策
の
拡
充
強
化
を
図
る
こ
と

②
漁
業
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
構
築
事
業
の

制
度
拡
充
を
図
る
こ
と

③
漁
業
コ
ス
ト
の
低
減
に
向
け
た
燃
油
高
騰
対
策

の
継
続
と
さ
ら
な
る
拡
充
を
図
る
こ
と

④
資
源
水
準
が
低
位
に
あ
る
魚
種
の
資
源
回
復
を

目
指
す
漁
業
者
へ
の
新
た
な
経
営
支
援
制
度
を

創
設
す
る
こ
と

⑤
漁
業
用
燃
油
税
制
の
免
税
・
還
付
措
置
の
恒
久

化
を
図
る
こ
と

（
４
）金
融
対
策
の
推
進

　
平
成
28
年
度
以
降
の
無
保
証
人
型
漁
業
融
資
促
進

事
業
の
継
続
実
施
を
図
る
こ
と

（
５
）水
産
物
貿
易
問
題
へ
の
的
確
対
応

　
無
秩
序
な
水
産
物
輸
入
を
促
す
貿
易
自
由
化
交
渉

に
お
け
る
本
道
漁
業
へ
の
影
響
を
回
避
す
る
こ
と

（
６
）国
内
外
の
加
工・流
通
対
策
の
推
進

①
国
産
水
産
物
流
通
促
進
事
業
・
需
給
変
動
調
整
事

業
等
の
活
用
に
向
け
た
制
度
拡
充
を
図
る
こ
と

②
水
産
物
の
水
揚
げ
か
ら
加
工
お
よ
び
物
流
機
能

の
拠
点
整
備
に
向
け
た
支
援
の
拡
充
・
強
化
を

図
る
こ
と

③
水
産
物
の
需
要
喚
起
に
向
け
た
魚
食
普
及
活
動

へ
の
支
援
を
拡
充
強
化
す
る
こ
と

　
決
議
第
３
号

豊
か
で
安
全
な
漁
場
環
境
づ
く
り
対
策
に

つ
い
て

（
１
）有
害
生
物
の
漁
業
被
害
対
策
の
拡
充
強
化

①
ト
ド
等
海
獣
類
に
よ
る
漁
業
被
害
に
対
す
る
実

効
あ
る
支
援
制
度
を
創
設
す
る
こ
と

②
有
害
生
物
等
（
ト
ド
・
ア
ザ
ラ
シ
・
オ
ッ
ト
セ

イ
等
の
海
獣
、
ク
ラ
ゲ
、
ザ
ラ
ボ
ヤ
、
ヒ
ト

デ
）
の
被
害
防
止
対
策
の
臨
機
対
応
と
拡
充
強

化
を
図
る
こ
と

③
有
害
生
物
漁
業
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業
の
拡

3　| |　2
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特集1  第53回北海道漁業協同組合長会議

特集2
SPECIAL

第
66
回 

ぎ
ょ
れ
ん
通
常
総
会

平
成
27
年
度 

漁
協
系
統
運
動
功
労
者
表
彰

〈
団
体
長
と
し
て
の
表
彰
〉

〈
代
表
理
事
組
合
長
と
し
て
の
表
彰
〉

平
成
２６
年
度
取
扱
金
額
は
３
３
７
９
億
円

平
成
２７
年
度
は
安
定
流
通
の
確
保
に
向
け

て
総
合
的
な
流
通
対
策
事
業
を
更
に
継
続

強
化

　
ぎ
ょ
れ
ん
総
会
は
、
川
崎
会
長
の
挨
拶
（
次
頁
に
掲

載
）
の
の
ち
、
浜
中
漁
協
の
山
崎
組
合
長
が
議
長
に
選

任
さ
れ
、
議
事
が
進
行
し
ま
し
た
。「
平
成
26
年
度
の

決
算
」、「
平
成
27
年
度
の
事
業
計
画
」
な
ど
、
５
つ
の

議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
全
道
組
合
長
会
議
に
先
立
ち
、「
漁
協
系
統
運
動
功
労
者
表
彰
」
が
行
わ
れ
、
２
名
の
前
団
体
長
、

３
名
の
代
表
理
事
組
合
長
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
、
北
海
道
漁
業
共
済
組
合
長
・
北
海
道
J
F
共
済
推
進

本
部
長
の
鎌
田
光
夫
氏
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

櫻
庭

　武
弘
さ
ん

北
海
道
ぎ
ょ
れ
ん
前
代
表
理
事
会
長

北
海
道
信
漁
連
元
代
表
理
事
会
長

安
藤

　善
則
さ
ん

北
海
道
信
漁
連
前
代
表
理
事
会
長

時
田

　清
一
さ
ん

鵡
川
漁
協

　代
表
理
事
組
合
長

川
崎

　一
好
さ
ん

厚
岸
漁
協

　代
表
理
事
組
合
長

阿
部

　
　滋
さ
ん

紋
別
漁
協

　代
表
理
事
組
合
長

議長を務めた山崎組合長（浜中漁協）

［単位：億円］

総取扱高の推移

決
議
内
容
に
つ
い
て

決
議
第
１
号

資
源
増
大
・
管
理
対
策
に
つ
い
て

（
１
）
日
本
海
を
は
じ
め
と
す
る
資
源
増
大
に
向
け

た
栽
培
漁
業
の
推
進

①
各
海
域
の
実
情
に
即
し
た
効
果
的
な
種
苗
生
産

事
業
に
対
す
る
支
援
対
策
を
講
ず
る
こ
と

②
栽
培
漁
業
に
係
る
生
産
施
設
等
へ
の
支
援
措
置

を
講
ず
る
こ
と

（
２
）本
道
漁
業
の
実
態
に
即
し
た
資
源
管
理
体
制
の

推
進

①
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
資
源
管
理
制
度

に
関
し
て
、
各
海
域
の
実
情
に
見
合
っ
た
管
理

方
法
の
見
直
し
を
図
る
こ
と

②
資
源
回
復
に
向
け
た
地
域
別
の
操
業
体
制
を
確

立
す
る
こ
と

決
議
第
２
号

漁
業
経
営
の
体
質
強
化
対
策
に
つ
い
て

充
強
化
を
図
る
こ
と

（
２
）漁
場
環
境
保
全
の
推
進

①
森
林
・
河
川
・
海
洋
環
境
保
全
お
よ
び
流
木
等

を
含
め
た
漂
流
漂
着
物
対
策
の
拡
充
強
化
を
図

る
こ
と

②
年
々
悪
質
化
す
る
組
織
的
密
漁
の
防
止
に
向
け

た
支
援
措
置
の
拡
充
を
図
る
こ
と

③
甚
大
な
自
然
災
害
か
ら
の
早
期
復
旧
に
向
け
た

支
援
措
置
を
拡
充
強
化
す
る
こ
と

④
一
定
の
条
件
下
に
お
け
る
ウ
ニ
殻
等
の
海
中
還

元
を
可
能
と
す
る
資
源
回
復
に
向
け
た
リ
サ
イ

ク
ル
体
制
の
手
法
を
制
度
的
に
確
立
す
る
こ
と

（
３
）多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
の
継
続・拡
充

①
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
の
継
続
お
よ

び
活
動
規
模
の
拡
大
等
を
図
る
こ
と

②
漁
村
集
落
直
接
支
払
交
付
金
制
度
を
創
設
す
る

こ
と

（
４
）原
発
災
害
関
連
対
策

①
福
島
原
発
事
故
の
早
期
収
束
お
よ
び
全
て
の
原

発
の
安
全
強
化
対
策
を
講
じ
る
こ
と

②
国
内
外
に
よ
る
風
評
被
害
の
早
期
解
消
お
よ
び

韓
国
等
輸
入
規
制
の
早
急
な
解
除
を
図
る
こ
と

③
将
来
に
向
け
て
原
発
に
依
存
し
な
い
体
制
を
目

指
し
、
自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
利
用
の
推

進
を
図
る
こ
と

（
１
）
担
い
手
の
確
保
に
向
け
た
支
援
対
策

①
漁
村
地
域
を
担
う
漁
業
者
に
対
す
る
新
た
な
漁

船
・
生
産
設
備
の
導
入
支
援
事
業
を
創
設
す
る

こ
と

②
漁
業
後
継
者
の
定
着
に
向
け
た
青
年
就
業
準
備

給
付
金
の
条
件
緩
和
な
ど
支
援
措
置
の
拡
充
を

図
る
こ
と

（
２
）「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」の
実
践
に
向
け
た
諸

対
策
推
進

①
「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」
の
推
進
に
向
け
た

関
連
事
業
の
拡
充
を
図
る
こ
と

②
「
浜
の
機
能
再
編
広
域
プ
ラ
ン
」
の
取
り
組
み

に
対
す
る
支
援
措
置
を
講
ず
る
こ
と

（
３
）漁
業
収
入
安
定
対
策・漁
業
コ
ス
ト
低
減
対
策
の

推
進

①
漁
業
共
済
制
度
等
の
見
直
し
な
ど
、
漁
業
収
入

安
定
対
策
の
拡
充
強
化
を
図
る
こ
と

②
漁
業
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
構
築
事
業
の

制
度
拡
充
を
図
る
こ
と

③
漁
業
コ
ス
ト
の
低
減
に
向
け
た
燃
油
高
騰
対
策

の
継
続
と
さ
ら
な
る
拡
充
を
図
る
こ
と

④
資
源
水
準
が
低
位
に
あ
る
魚
種
の
資
源
回
復
を

目
指
す
漁
業
者
へ
の
新
た
な
経
営
支
援
制
度
を

創
設
す
る
こ
と

⑤
漁
業
用
燃
油
税
制
の
免
税
・
還
付
措
置
の
恒
久

化
を
図
る
こ
と

（
４
）金
融
対
策
の
推
進

　
平
成
28
年
度
以
降
の
無
保
証
人
型
漁
業
融
資
促
進

事
業
の
継
続
実
施
を
図
る
こ
と

（
５
）水
産
物
貿
易
問
題
へ
の
的
確
対
応

　
無
秩
序
な
水
産
物
輸
入
を
促
す
貿
易
自
由
化
交
渉

に
お
け
る
本
道
漁
業
へ
の
影
響
を
回
避
す
る
こ
と

（
６
）国
内
外
の
加
工・流
通
対
策
の
推
進

①
国
産
水
産
物
流
通
促
進
事
業
・
需
給
変
動
調
整
事

業
等
の
活
用
に
向
け
た
制
度
拡
充
を
図
る
こ
と

②
水
産
物
の
水
揚
げ
か
ら
加
工
お
よ
び
物
流
機
能

の
拠
点
整
備
に
向
け
た
支
援
の
拡
充
・
強
化
を

図
る
こ
と

③
水
産
物
の
需
要
喚
起
に
向
け
た
魚
食
普
及
活
動

へ
の
支
援
を
拡
充
強
化
す
る
こ
と

　
決
議
第
３
号

豊
か
で
安
全
な
漁
場
環
境
づ
く
り
対
策
に

つ
い
て

（
１
）有
害
生
物
の
漁
業
被
害
対
策
の
拡
充
強
化

①
ト
ド
等
海
獣
類
に
よ
る
漁
業
被
害
に
対
す
る
実

効
あ
る
支
援
制
度
を
創
設
す
る
こ
と

②
有
害
生
物
等
（
ト
ド
・
ア
ザ
ラ
シ
・
オ
ッ
ト
セ

イ
等
の
海
獣
、
ク
ラ
ゲ
、
ザ
ラ
ボ
ヤ
、
ヒ
ト

デ
）
の
被
害
防
止
対
策
の
臨
機
対
応
と
拡
充
強

化
を
図
る
こ
と

③
有
害
生
物
漁
業
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業
の
拡

購買 163

利用 1

特別 1

平成27年度事業別取扱計画

製品扱 985

左から櫻庭さん、安藤さん、時田さん、川崎さん、阿部さん
2,700

2,800

2,900

3,000

3,100

3,200

3,300

3,400

0

（億円）

2,945

2,815

3,262

3,379

2,762

平成24年度 平成26年度平成22年度 平成23年度 平成25年度

市場扱 1,824

販売 2,809

総取扱計画

億円
2,974
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平
成
26
年
度
の
事
業
実
績

　
本
道
の
漁
業
生
産
は
、
ほ
た
て
が
史
上
最
高
の
水

揚
げ
と
な
っ
た
の
を
始
め
、
秋
鮭
・
昆
布
な
ど
基
幹

魚
種
を
主
体
に
魚
価
が
堅
調
に
推
移
し
、
水
揚
金
額

は
二
千
九
百
八
十
三
億
円
と
、
三
千
億
円
に
は
届
か

な
か
っ
た
も
の
の
、
前
年
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
数
量
的
に
は
、
前
年
を
若
干
下

回
り
、
地
域
間
格
差
も
依
然
と
し
て
続
く
な
ど
、
資

源
回
復
対
策
が
引
き
続
き
大
き
な
課
題
と
し
て
残
っ

た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
流
通
面
で
は
、
海
外
の
水
産
物
需
要
が
増
加
の
一

途
を
た
ど
る
一
方
で
、
国
内
に
お
い
て
は
消
費
の
低

迷
が
続
く
、
い
わ
ゆ
る
消
費
構
造
の
二
極
化
が
一
段

と
進
む
な
か
、
関
係
団
体
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
円

滑
な
流
通
の
実
現
に
向
け
、
国
内
外
の
需
給
動
向
を

勘
案
し
た
各
種
流
通
対
策
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
基
幹
魚
種
の
う
ち
「
秋
鮭
」
に
つ
い
て
は
、
漁
期

中
盤
以
降
の
漁
獲
が
伸
び
ず
、
十
万
七
千
ト
ン
と
、

前
年
を
一
割
下
回
る
水
揚
げ
に
留
ま
り
、
浜
値
は
維

持
し
た
も
の
の
金
額
は
前
年
に
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
秋
鮭
製
品
の
消
流
に
つ
い
て
は
、
押
し
な
べ
て
順

調
に
推
移
し
ま
し
た
が
、
製
品
高
に
よ
る
消
費
の
停

滞
が
懸
念
さ
れ
る
情
勢
の
な
か
で
、
本
会
と
し
て
も
、

関
係
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
輸
出
や
生
鮮
流
通
の
拡

充
な
ど
各
種
対
策
を
実
施
し
、
一
定
の
成
果
を
み
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　「
ほ
た
て
」
に
つ
い
て
は
、
過
去
最
高
の
四
十
八

万
ト
ン
を
超
え
る
水
揚
げ
と
な
る
な
か
、
堅
調
な
輸

出
に
よ
り
浜
値
も
上
昇
し
、
九
百
億
円
規
模
の
過
去

最
高
の
水
揚
げ
金
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
一
方
、
製
品
の
流
通
に
つ
い
て
は
、
国
内
仕

向
け
が
減
少
し
、
売
り
場
の
縮
小
が
一
段
と
進
み
、

国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
確
保
に
向
け
た
課
題
が
残
り
ま
し

た
。

　「
昆
布
」
に
つ
い
て
は
、
一
万
八
千
ト
ン
ま
で
生

産
が
回
復
し
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
減
産
基
調
が

続
く
な
か
、
関
係
団
体
や
生
産
漁
協
と
の
連
携
に
よ

る
生
産
回
復
に
向
け
た
試
験
事
業
を
継
続
し
て
実
施

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
消
費
が
伸
び
悩
む
ダ
シ
系
銘
柄
の
需
要
喚
起

に
向
け
た
各
種
宣
伝
・
普
及
活
動
に
も
取
り
組
み
ま

し
た
。

　「
一
般
魚
種
」
に
つ
い
て
は
、
前
年
の
四
月
に
稼

働
を
開
始
し
た
「
鮮
魚
セ
ン
タ
ー
」
を
核
に
、
全
道

規
模
で
の
鮮
魚
流
通
加
工
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
強

化
を
図
り
、
魚
価
維
持
と
末
端
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

商
品
開
発
と
そ
の
販
売
に
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
み

ま
し
た
。

　
以
上
に
よ
り
、
平
成
26
年
度
の
本
会
販
売
事
業
取

扱
高
は
製
品
扱
・
市
場
扱
と
も
に
計
画
・
前
年
を
上

回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
購
買
事
業
の
う
ち
燃
油
に
つ
い
て
は
高
い
系
統
利

用
率
を
背
景
に
全
漁
連
と
も
連
携
し
、
仕
入
力
の
強

化
と
安
定
供
給
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

　
ま
た
漁
業
資
材
に
つ
い
て
は
、
購
販
推
進
活
動
や

部
会
と
連
携
し
、
地
域
の
実
態
に
即
し
た
系
統
ブ
ラ

ン
ド
資
材
の
開
発
や
利
用
の
拡
大
に
努
め
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
購
買
事
業
の
取
扱
高
は
、
原
油
価
格
の
下
落
に
よ

り
燃
油
の
金
額
が
減
少
し
ま
し
た
が
、
定
置
資
材
な

ど
他
分
野
の
取
扱
い
が
増
加
し
、
前
年
並
の
取
扱
高

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
指
導
事
業
に
つ
い
て
は
、
漁
政
活
動
を
引
き
続
き

強
化
し
、
全
漁
連
や
全
道
組
合
長
会
議
等
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
各
種
要
請
活
動
を
行
っ
た
ほ
か
、
会

員
と
と
も
に
国
の
補
助
事
業
の
有
効
活
用
に
努
め
ま

し
た
。

　
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
の
組
合
長
会
議

の
決
議
実
行
経
過
で
報
告
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

　
指
導
教
育
事
業
に
お
い
て
は
関
係
団
体
と
と
も
に

漁
協
経
営
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
継
続
実
施

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
関
連
会
社
に
つ
い
て
は
各
社
と
も
、
本
会
と

一
体
と
な
っ
た
事
業
推
進
を
図
り
、
い
ず
れ
も
黒
字

決
算
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
経
営
面
に
お
い
て
は
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

強
化
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
一
層
の
財
務
基
盤
強
化

に
努
め
ま
し
た
。

　
以
上
の
結
果
、
平
成
26
年
度
の
総
取
扱
高
は
平
成

５
年
に
次
ぐ
三
千
三
百
七
十
九
億
円
と
な
り
、
収
支

に
つ
い
て
も
当
期
未
処
分
剰
余
金
段
階
で
、
七
億
四

千
万
円
と
、
前
年
を
大
き
く
上
回
る
業
績
と
な
り
ま

し
た
。

　
な
お
、
剰
余
金
の
処
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
区

組
合
長
会
議
で
、
ご
了
解
を
頂
い
た
内
容
に
沿
っ
た

形
で
ご
提
案
致
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
承
認
の
ほ
ど

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

平
成
27
年
度
の
事
業
計
画

　
次
に
平
成
27
年
度
の
事
業
計
画
の
考
え
方
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
販
売
事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
国
の
内
外
で

消
費
の
二
極
化
が
進
む
な
か
で
、「
国
の
成
長
戦
略

と
し
て
の
輸
出
促
進
に
向
け
た
海
外
市
場
開
拓
」
を

推
進
さ
せ
な
が
ら
、
水
産
食
糧
基
地
と
し
て
「
国
内

需
要
者
に
対
す
る
安
定
供
給
確
保
」
と
い
う
使
命
を

し
っ
か
り
踏
ま
え
、
安
定
し
た
流
通
の
確
保
に
向
け
、

総
合
的
な
流
通
対
策
事
業
を
更
に
継
続
強
化
し
て
参

る
所
存
で
す
。

　
購
買
事
業
に
つ
い
て
は
、
漁
業
コ
ス
ト
削
減
に
向

け
、
浜
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、
機
能
の
充
実

を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
指
導
事
業
で
は
、
本
道
漁
業
の
持
続
的
発
展
の
た

め
、
資
源
増
大
管
理
対
策
や
漁
業
経
営
の
体
制
強
化

対
策
な
ど
、
先
程
の
全
道
組
合
長
会
議
で
確
認
さ
れ

た
決
議
事
項
の
実
現
に
向
け
、
組
織
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
今
年
も
ま
も
な
く
半
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お

り
ま
す
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
貿
易
自
由
化
交
渉
が
大
詰
め
を
迎
え
て
い

る
他
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
域
の
ほ
た
て
被
害
や
、
ロ
シ

ア
海
域
で
の
漁
業
存
続
の
問
題
等
を
抱
え
る
な
ど
、

本
道
漁
業
に
と
っ
て
内
外
情
勢
は
不
透
明
で
厳
し
さ

を
増
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
会
と
致
し
ま
し
て
も
、
浜
と
の
連
帯
を
よ
り
強

固
な
も
の
と
し
な
が
ら
、
と
も
に
こ
の
難
局
を
乗
り

切
り
、
将
来
と
も
に
魅
力
あ
る
本
道
漁
業
の
実
現
に

向
け
、
果
敢
に
挑
戦
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
会
員
各
位
の
特
段
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
切

に
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
本
日
の
提
出
議
案
に
つ
い
て
充
分
な
る
ご
審
議
と

ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
重
ね
て
お
願
い
申
し
上

げ
、
開
会
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

川
崎
会
長 

挨
拶（
要
旨
）
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６
月
５
日（
金
）、ぎ
ょ
れ
ん
本
所
会
議
室
に
お
い
て
、北
海
道
漁
協
青
年
部
連
絡
協
議
会（
道
漁
青

連
）の
第
１
回
地
区
会
長
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
本
年
度
の
活
動
方
針
と
地
域
で
の
活
動
計
画
が
協
議
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、引
き
続
き
開
催
さ
れ
た「
ぎ
ょ
れ
ん
役
職
員
と
の
懇
談
会
」で
は
、本
道
漁
業
を
取
り
巻
く

諸
課
題
や
青
年
部
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
覚
が
高
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
道
漁
青
連
の
27
年
度
活
動
計
画
は
、「
①
仲
間
と

と
も
に
、
②
漁
協
・
系
統
と
と
も
に
、
③
社
会
と
と

も
に
」
を
基
本
指
針
に
据
え
て
、
仲
間
と
の
研
修
、

系
統
事
業
へ
の
参
加
、
食
育
・
漁
業
紹
介
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
な
か
で
も
、
学
習
・
研
修
活
動
と
し
て
は
札
幌
で

の
全
道
大
会
、
道
内
を
４
つ
の
地
区
に
分
け
て
行
っ

て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
別
幹
部
研
修
会
、
地
元
の
地
区
大

会
の
開
催
を
通
じ
、
地
域
、
従
事
す
る
漁
業
の
枠
組

み
を
越
え
た
連
帯
の
輪
を
広
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
組
織

活
動
と
し
て
は
、

地
区
会
長
が
交

代
で
札
幌
市
内

の
小
学
校
で
開

催
す
る「
漁
師

さ
ん
の
出
前
授

業
」に
加
え
、地

元
で
の
出
前
授

業
の
開
催
を
推

進
し
ま
す
。

道
漁
青
連
役
員
と

　
　
　ぎ
ょ
れ
ん
役
職
員
が
情
報
交
換

　
懇
談
会
で
は
、
ぎ
ょ
れ
ん
の
事
業
計
画
、
漁

業
補
助
制
度
の
概
要
や
漁
業
経
営
安
定
対
策
・

ト
ド
被
害
に
対
す
る
主
な
対
策
事
業
等
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
一
方
道
漁
青
連
か
ら

は
、
ほ
た
て
の
貝
毒
規
制
や
ザ
ラ
ボ
ヤ
被
害
対

策
、
購
買
資
材
の
魚
箱
取
扱
い
、
鮭
鱒
流
し
網

の
出
漁
見
込
み
等
に
つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ
る

な
ど
、
熱
心
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

道漁青連が平成２７年度第１回地区会長会議・
ぎょれん役職員との懇談会を開催

ぎょれんからの情報提供と、地区会長からの質問
で、活発な懇談会になりました

全道の地区会長が出席して、本年度の活動方針が協議されました

毎回大人気。道漁青連地区会長による「漁師さんの
出前授業」
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浜のご意見番 購販推進地区委員長に聞きました。

ぎょれんの仕事、ここが ここはあっ
ぱれ! 喝！

　ぎょれんでは時代の変化に対応し、様々な課題
に向き合い事業を展開しています。このコーナー
では、漁協購販推進地区委員長に、ズバッと仕事
ぶりを評価してもらい、強い北海道漁業の推進に
取り組む糧にしたいと思います。
　今回のご意見番は、釧勝地区の佐貫貞雄委員長
（白糠漁協）です。

販売事業について

かて

さ　ぬき 　昨年の全道地区委員長会議で視察した石狩の新工場
や茨城県鹿島の工場研修では、工場の従業員がドアに
手を触れることなく加工室に出入りしていた。また足元
の作業長靴の消毒管理、作業工程の細かなチェック表
による衛生管理など、新商品開発のみならず、食品加工
の衛生面での取り組みは、他の漁協食品工場の模範と
なる取り組みだと感心した。今後も工場衛生管理の指
導的役割を担い、浜のために働いてほしい。

☆ここは、あっぱれ
⇒ 徹底した衛生管理による食品工場の運営

　漁協の信用事業も共済事業も、漁家の暮らしが成り
立ってこそだと思う。近年は販売先の開拓だけでなく、
魚価対策にも積極的に取り組んでいると感じているが、
魚種によっては十分とは言い難い。価格が乱高下せず、
安定すれば漁業者も安心して家業に取り組める。値決め
の調整役だけでなく、場合によっては臨機応変に入札に
も応じるなど、魚価回復の先導役として活躍してほしい。

★ここが喝！
⇒ 漁師が暮らしていけるような魚価形成を

指導事業について

　昔に比べ組合職員の数も減り、とくに指導部門は専
任職員が配置されづらい環境にある中、ぎょれんが各種
研修会の開催や、組合長会、専務参事会、職員協議会、
青年部など多くの事務局の仕事をこなしているのは評
価できる。自分も地区会長に就任し札幌の会議などに
出席することで、漁業に関する見聞を広められている。
今後も一層熱心に取り組んでほしい。

☆ここは、あっぱれ
⇒ 漁業者間の組織活動

　「ぎょれん」といえば、いまだに「俺たち漁師から手数料
を取る団体」としか思っていない漁師もいる。自分も購販
推進活動を通じてはじめて「ぎょれんの仕事」を理解する
ようになった。近年ぎょれんの新人は、春の稚貝出荷手伝
いや、昆布漁時期の漁家研修、秋鮭時期の荷捌き応援と、
漁協や漁家での研修で浜との交流を深めているが、ぜひ
続けてほしい。漁業者・漁協・ぎょれんが直線でつながると、
漁業者とぎょれんの距離は短くならないが、輪になれば距
離はなくなる。知恵と工夫でできることから見直そう。

★ここが喝！

購買事業について

　系統ブランド資材の利用推進に取り組む一方、商品の
特性や漁業者の使用実態にも目を向けて、経費のかか
らない資材を提案してくれる。他社製品の情報もきちん
と教えてくれるので、自社製品の良いところしか宣伝し
ない営業マンより信用できる。これからも購買資材の購
入に関する良きアドバイザーとして、知識と実績を積ん
でほしい。

☆ここは、あっぱれ
⇒ 資材購入時の相談役になってくれる

　漁協の購販推進委員長や地区委員長に就任して、
ぎょれんの購買部が燃油や網、養殖資材以外にも多く
の漁業資材を扱っているのがわかった。バッテリーなど
は国産メーカー品で他地区でも評判が良いと聞いてい
るが、各種会議や研修大会など人の集まるところでもっ
と宣伝するべきだ。

★ここが喝！
⇒ 取扱い商品の宣伝機会を有効に活用すべき ⇒ 浜の人たちに「ぎょれん」を知ってもらう努力を

昭和21年、白糠町生まれ。７人兄
姉の４番目。父親は漁師でしたが、
学業を終えると理容師の道へ。釧
路や東京で修業しましたが、２４歳
で一念発起し漁師の仲間入り。鮭
鱒流網漁をはじめ、いか釣、かに籠
漁などに従事。現在の主力はつぶ
籠漁。漁師として大切にしているのは、「ウソをつかな
いこと」と「人とのつきあい」。
６月に釧路で開催された委員長・事務局長会議後、佐貫
委員長の発案で懇親会が開催されましたが、漁業の話
や若かりし日の思い出話に盛り上がり、委員長同士の
つながりも一層強くなりました。

佐貫委員長プロフィール
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　次のクロスワードを完成させ、○印に当たる言葉をうまく並べて
ください。海にキャンプにバーベキュー・・・お祭りに花火に盆踊り、夏
にはイベントが満載ですね。子供の頃の思い出といえば、「学校の宿題
や自由研究に追われていた」「毎朝のラジオ体操」という方も多いので
はないでしょうか。大人になっても海に山に、夏を楽しみたいですね。

くわしい応募方法は、１７ページをご覧ください。
抽選で５名様に図書カードをプレゼントします。

解 答 となります。

間違いは5つです。

※答えは17ページにあります。

成長すると大きめの貝にお引越し
夏の夜空に打ち上げる
100万枚以上売れたら○○○○セラー
アクセルを踏み込んでする
おたまじゃくしの親
お刺身＝お○○○
負けず嫌いな性格
おにぎりに巻く
握り○○、手巻き○○、ちらし○○
ここから牡丹餅が…
後から加えること
ベッドが２つの部屋
本日はご予約のお客様のみのご利用です
水が凍ったもの
夏の次にやって来る

①
④
⑥
⑦
⑧
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑯
⑱
⑳
㉒
㉓

○印に当たる言葉を
うまく並べてください。

6月号の解答と当選者
アジサイ

クロスワードパズル

間違い
さがし

※右と左の絵には、5ヵ所の異
なるところがあります。
　さあ、見つけてください。
　（印刷のズレや汚れは関係
ありません。）

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ コ の カ ギ

ブレイクタイム Break Time

①
②
③
④
⑤
⑦
⑨
⑩
⑪
⑬
⑮
⑰
⑱
⑲
㉑

トンボの幼虫
ヒゲを剃る道具
飛行機のテイクオフ
ティッシュと○○○○はポケットに入れておきたい
ジョッキでグイッといく
サイコロを投げて「６」の出る○○○○は６分の１
固体⇔
鬼の頭に生えている
日本ではセ氏、アメリカでは？
お札の真ん中の部分にある、偽造防止の絵柄
野球やテニスの硬式でない方
船を留めるために水底に沈めるおもり
海や川で糸を垂らし、魚をとること
同じ話を聞かされると耳にできる
夏は南よりこちらが涼しい

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

熊谷千賀子さん
小薮　来実さん
佐藤　紀葉さん
橋本　邦子さん
津内　洋史さん

函 館 市
北 斗 市
厚 岸 町
浜 中 町
岡 山 県

1 2

6

10

14

17

22

16

13

20 21

12

11

87 9

43 5

18

19

15

23

1 2

6

10

14

17

22

1613

20

2421

25 26 27

1211

87 9

43

5

18 19

15

23

タ
トカイ ナイ

ウフ リ ン イ
カ カ

ライ

タ
ウ イキ ク

ク ジ
イ

ワ ー
チ ルス イ ユ

トサ ツ ンタア イ
シキ ソ サカラ

ウスサンエウ

ひゃく めい ざん

　「浜の家族物語」では、「なみまるくん」の表紙に
登場いただいたご家族を紹介します。今回は、函館
市漁協の岩田さんご一家です。
  

体を動かすのが性にあってる
　
　漁師になって10年の孝行さん。父、政弘さんと船
に乗り、昆布漁を営んでいます。取材に伺ったのは
養殖昆布漁が少し落ち着いた6月上旬。3月の養殖わ
かめ漁から忙しい日が続いている孝行さんは「昆布
漁師は肉体的には大変な仕事だよ。子供の頃は学校
に行く前に手伝うのが憂鬱だったな」と話します。
しかし、漁師になった今となっては、「せっかちな自
分の性格にはあってる。体を動かすのは好きだから
ね」と笑って教えてくれました。
　そんな孝行さんの趣味は地元の社会人チームでプ
レーしているサッカーと『うに採り』。「仕事という
より趣味」と言ううに採りは4月末から7月中旬まで
の期間限定とあって、余計に熱が入るようです。
 

夏は仕事も趣味も忙しい
　
　
　地元函館出身の久美子さん。実家は山の方で、祖

父は農家だったため、漁業には縁がなかったと言い
ます。「ここは景色が本当にいいんです。函館山はも
ちろん、晴れていれば、津軽海峡を挟んだ対岸の大
間も見えるんですよ」と教えてくれました。
　娘の彩花ちゃんは動物好きな1歳児。今年の養殖昆
布漁では、昆布を干す作業のお手伝いをしたそうです。
　8月から始まる天然昆布漁に続き、採った昆布の出
荷作業、養殖昆布の種付け作業と、しばらく忙しい
日々が続く岩田家。趣味のサッカーもハイシーズン
を迎え、昆布の作業の間にサッカーをしてる、と孝
行さんは話します。試合の時には、久美子さんと彩
花ちゃんが応援に行くことも
あるとのことで、仕事に趣味に
と充実した日々となりそうです。

函館市漁協 岩田さんご家族
いわ た

家 族
物 語浜の

今月の

表紙に登場いただいたご家族を紹介いたします。

【岩田さんご一家】　岩田孝行さん（３6歳）、久美子さん（３６歳）、彩花ちゃん（１歳）
※孝行さんの父・政弘さん、母・照子さんと共に。

あやかたかゆき く  み  こ

函館山がきれいに見える絶妙なロケー
ションにテレビ撮影の依頼もあるそう
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01「道ぎょれん会 お取引先懇談会」が開催

全国から参加いただいたお客様と懇親深める

全国から大勢のお取引先様を招いて開催されたぎょれ
ん会

熱心に昆布について質問する来場者。昆布の原藻展示
（右奥）では、「こんなに種類があるとは」と驚き、写真を
撮る方も

懇談会主催者として挨拶
する川崎会長

本道漁業の概況につい
て解説した西副会長

02
　5月23日（土）、24日（日）の２日間、東京ミッドタウ
ンにて、日本経済新聞社・日経BP社が主催する女性のた
めの祭典「ウーマン・エキスポ東京2015」が開かれ、
北海道こんぶ消費拡大協議会とぎょれんが道産昆布のPR
を行いました。
　「自分らしく輝く女性のための祭典」とあって、2日間
の来場者は美と健康に敏感な女性ばかり約13,000人が
詰めかけ、会場は大盛況。女性向け健康雑誌「日経ヘル
ス」で紹介された道産昆布の効能を紹介する冊子を配布
すると、「アンチエイジングに役立つ」「内臓脂肪に効
く」といった内容に興味を持ち、昆布のだしの取り方や
万能調味料「昆布酢」の作り方などを熱心に質問する方
も多数見受けられました。また、昆布を水に入れてだし
を取る「水だし」を知らない方も多く、その手軽さを知
ると「ぜひやってみたい」との声も聞かれ、昆布の良さ
や使い方を多くの方に知ってもらう催事となりました。

自分らしく輝くすべての女性のための祭典

ウーマン・エキスポ 東京で道産昆布をＰＲしました

　5月28日（木）札幌市のホテルで、ぎょれんが主催する
「道ぎょれん会 お取引先懇談会」が開催され、全国から
186社、284名のお客様が参加されました。
　主催者を代表して川崎会長が主要魚種である「ほた
て」「秋鮭」「昆布」の生産動向に触れ、供給量の回復に
向け全力で取り組んでいきたいと説明。課題となってい
る漁業後継者の育成については、「自分達の子や孫に漁業
の魅力をしっかり伝え、漁業を魅力ある産業に育ててい
かなければならない」と述べ、生産と供給の安定に更な
る努力を続けたいと強調。お取引先様のご支援のもと、
北海道の漁業、日本の漁業を支えていきたいと歓迎のご
挨拶を締めました。
　続いて西副会長が本道漁業の概況について報告。「北海
道の漁業 この1年」と題した説明の中で、本道漁業の生
産推移、魚種別水揚げ高や道産水産物の消費拡大への挑
戦等をポイントを絞り紹介しました。
　また、特別講演では医師で作家の鎌田實氏により「困
難な時代をどう生きるか」と題した講演が行われました。
　懇親会では、選りすぐりの道産魚介類がふるまわれ、
とびきりの美味しさをアピールしました。

03道産水産物について、子どもにもわかりやすく伝えます

北海道の水産物を学ぶための食育ＤＶＤを製作しました

子ども向けにはキャラクターを使用して、楽しく学べるよ
うにしています

前回（昨年７月）実施時の様子

チラシは本誌に折込んでいます
ご覧ください

04
　7月11日（土）、12日（日）の2日間、新千歳空港セン
タープラザにて「2015 春鮭鱒 時鮭＆紅鮭＆鱒 大試食
会」を実施します。このイベントは今回で3回目。空港
を行き交う道内外のたくさんの人に、旬を迎えている時
鮭・紅鮭・鱒の春鮭鱒の美味しさを知っていただくのが
狙いです。新千歳空港にお越しの際は、ぜひお立ち寄り
ください。
　また、札幌など道央圏と釧路・根室の道東圏では6月
に春鮭鱒をPRする新聞チラシを折込みました。同じもの
を本誌に折込んでいますので、こちらもご覧ください。
　

《日　時》7月11日（土）、12日（日） 各日１１時～　
　　　　 ※予定数量を配布次第終了
《会　場》新千歳空港センタープラザ　
《配布数》時鮭、紅鮭、鱒の食べ比べができる手まりお
　　　　  にぎり３種を各日1,000人前配布

たくさんの人に春鮭鱒の美味しさを伝えます

今年も新千歳空港で春鮭鱒大試食会を実施します

　ぎょれんでは、北海道の水産物について子どもたちが
分かりやすく学べるDVDを製作しました。北海道で獲れ
る水産物の種類や栄養、安全・安心な水産物を供給する
ための取り組みについても紹介しています。DVDには大
人向け、小学生向け、幼児向けと3パターンの動画が収
録され、子ども向けには箸の持ち方やおさかなクイズを
折込むなど、対象年齢に応じた内容となっています。今
後はぎょれんや各協議会などが主催する食育教室で使用
するほか、各漁協、関係団体へ配布して活用していただ
く予定です。
　なお、ぎょれんのホームページでも7月中旬から公開
予定となっていますので、ぜひご覧ください。
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　当部では、漁業用燃油を始めいろいろな資材の供給をさせて頂いていますが、
中でも、漁業者の皆さんの漁労コストを少しでも軽減するため、「系統ブランド資
材」の拡販に力を入れています。一定品質の製品をできるだけ廉価でご提供させ
て頂くため、各地区において定期的に系統ブランド資材評価委員会を開催し、皆さ
んからご意見をいろいろと伺いながら、商品開発や改良に努めています。時には
浜から厳しいご意見を頂くこともありますが、「最も浜に近い部」との自負を持ち、
皆で頑張っています。若手が多いので、皆さんから教えて頂く場面が多いとは思
いますが、どうぞよろしくご指導の程お願い申し上げます。

❶石油製品の販売
　主に漁業用燃油を扱っています。全道の漁協と「共有燃油施
設網」を構築し、燃油の安定供給と価格の低減化に努めていま
す。
　
❷系統ブランド資材の販売
　漁業者のコスト削減のため、系統独自の資材を開発、販売し
ています。海外で製造した刺網やほたて養殖籠、フロートをは
じめ、国内の提携メーカーと開発したバッテリーなどが主力で
す。これからも漁業者の意見を取り入れながら新商品の開発を
目指します。
　
❸ダンボール・包装資材の販売
　全道の昆布パットや段ボール、木箱や発泡スチロールを扱っ
ています。昆布パットは、全道の使用分を取りまとめすること
で価格を牽制し、低価格を維持しています。

「最も浜に近い部」との自負を持ち、
商品開発や改良に努めています。

　ぎょれんには浜に密着した「産地支店」、消費地での
営業を行う「消費地支店」とともに、各事業の専門部署
で構成される「本所」があります。このコーナーでは、普
段、浜のみなさんと直接接することが少ない本所の各
部署を１カ所ずつご紹介します。

 本所から
 こんにちは

今月は 購買部 です

浜の浜の
みなさんへみなさんへ

購買部
阿部部長

私たちのお仕事三本柱

系統ブランド資材をよろしくお願いします

ぎょれん花咲油槽所は根室管内の
燃油需要を一手に引き受けています
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　6月３日（水）、当別町にある道民の森 神居尻地区内「水源の森」にて「お魚殖やす植樹運動」植
樹行事が行われました。昭和６３年から行われているこの取り組みは、今年で28回目の開催となり
ます。一昨年に植樹本数が100万本を突破してからも全道で積極的に植樹が行われており、200
万本の植樹に向けて、今年も多くの苗木が植えられます。

　曇りがちながら蒸し暑い天気となったこの日、当別町の道民の森には北海道女性連や地区漁協組合長会議、
地区漁協専務参事会、コープさっぽろ、農林中央金庫、道水産林務部、ホクレン、道内の水産関係団体など
27団体から140名以上が集まりました。今年は過去最も多くの参加者により植樹が行われ、ニレやイタヤ
カエデ、ミズナラなど、750本もの苗木が植えられました。
　開会挨拶では、ぎょれんの西副会長が植樹本数が100万本を突破したこと
にふれ、「継続は力。100万本の次の200万本を目指し、1本1本愛情込めて
植樹をしてください」と挨拶しました。先日全道漁協女性部の会長になった
ばかりの國分会長は、植樹参加者への感謝を述べるとともに、「子や孫、未来
の子供達へ、安全で安心な美味しい魚介類を食べてもらうため、これからも
植樹活動に取り組んでいきたい」と今後の植樹活動への抱負を語りました。
また、今回の植樹には道水産林務部の職員も多く参加しており、水産林務部
森林環境局の及川局長は「この取り組みは全道のみならず、全国でも知られ
ていて、森づくりの重要性の普及啓発にも意義深いもの」と話しました。
　その後参加者は石狩北部森林組合の六角代表理事組合長から苗木の植え方
やうさぎの食害についての説明を受け、植樹を行いました。なお、この日の
午後は雨となり、植樹直後の苗木にとっては、まさに恵みの雨となりました。
　今回の植樹行事を始めとして、道内各地で植樹活動が行われており、今年
度も3万本以上の苗木が植樹される予定となっています。　

かむ  い   しり

植樹本数２００万本へ向けて！

今年も「お魚殖やす植樹運動」植樹行事が行われました

ぎょれん   　西副会長

道女性連   　國分会長

石狩北部森林組合
六角組合長による植樹指導
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　当管内では現在ひらめの水揚げが
最盛期を迎えており、多い日では300
ケース前後のひらめが水揚げされ、市
場を白く染めています。また、なまこ
漁が増毛で6月16日から、うに漁が焼
尻で18日、天売で20日からそれぞれ
始まり、いよいよ夏の訪れを感じられ
るようになってきました。続けて他の
地区でも6月末から7月にかけてなま
こ漁・うに漁が始まっていきますが、夏
漁も安全操業と大漁をお祈りしてい
ます。

　ほたて漁は全地区にて本操業が始
まりました。6月より日本海地区では、
夏なまこ漁が解禁となりました。また
利礼地区においても、のな・うに漁が
解禁となり、水揚げ量が昨年よりも上
回っているため今後の動向に注視し
ております。7月には利礼地区でもう
に漁が全地区で解禁となり、管内昆布
漁も操業が開始されます。凪る日が続
き気温も徐々に上昇し、浜も活気づい
ておりますが、安全操業で豊漁となる
ことを願っています。

　7月に入り気温の高い日が続き、オ
ホーツクの海も夏本番を迎えようとし
ています。浜ではほたて漁が最盛期に
入り、たこ漁も本格化するなど夏漁が
賑わいを見せています。8月にはほっ
き漁が解禁となり、順次水揚げを開始
する予定です。今後浜は夏にむけて忙
しさを増していきますが、皆さんの安
全操業と豊漁を心より祈願していま
す。

　強い日差しを時折見せ、肌寒い季節
から短い夏へと切り替わり始めた当管
内では、6月19日（金）より、この夏の
風物詩とも言える野付漁協のしまえ
び打瀬網漁が開始されました。この漁
は、船外機を使用せず、風の力と潮流
のみを動力として沖に繰り出していく
『打瀬舟』を使用した伝統的なもので
す。生産者におかれましては、漁期中
の安全な操業と順調な水揚げに期待
しています。

　春定置網漁が最盛期を迎えていま
す。6月20日現在の管内累計水揚げ量
は、豊漁であった昨年を上回るペース
となっており、今後の水揚げにも期待
しています。また、一部の浜ではしま
えび漁が始まりました。生産者によっ
てボイルされたしまえびの鮮やかな
赤が市場を彩っています。一方で棹前
昆布漁は、天候を見計らっての操業が
続いています。安全第一で当初計画
通り出漁できることを願っています。

　日高管内での6月期の春定置網漁
は、6月20日現在、時鮭140.9t（昨年
対比220％）と好調に推移しているも
のの、本鱒は74.0t（昨年対比85％）と
前年を下回る結果となっています。そ
の他の魚種に関しては、とりわけ、宗
八が多い日で約40t、さばについて
は、平均300ｇ／尾サイズのものが、約
70t近くの水揚げがあり、6月に入り順
調な水揚げが続いています。

　管内春定置網漁は終盤を迎えてお
りますが、漁模様は精彩を欠き、主力
の本鱒、時鮭は薄漁から浜値は高値で
推移しています。水揚げは昨年を下
回って今シーズンを終了しそうです。
また、管内の毛がに篭漁が6月22日の
噴火湾地区を皮切りに、7月には太平
洋地区が解禁予定となっており、今後
の漁に期待がかかります。生産者の
方々の安全操業と大漁を祈願してい
ます。

　函館では6月から、するめいかの水
揚げが始まりました。初水揚げとなっ
た6月2日の初セリでは、約300kgの水
揚げとなった生簀いかが5,000円
/kg、発泡に入ったいかは約40ケース
と少ないものの、1箱30,000円の御祝
儀相場価格がつき、去年の1箱7,600
円を大幅に上回る価格となりました。
これから徐々に水揚げが増えていき、
函館近郊のスーパーなどにするめい
かが並ぶ姿が多く見られるのではな
いのでしょうか。

　ひやま管内では6月より、するめい
か漁が解禁となりました。走りの水揚
げは500～600ケースと少なかったも
のの、現在は5,000～6,000ケースに
まで増えてきています。サイズは小型
中心で発泡にバラ詰めされていました
が、今は18～20cmサイズの30尾型が
増えてきています。これからさらにサ
イズも大きくなり、水揚げも増え全国
各地に運ばれていくことでしょう。

大漁
祈願！ 　6月初旬から、ぶりが後志南部を中

心に大漁となり、浜は活気づきまし
た。序盤は1尾7～8kg台の魚が多く見
られましたが、徐々に魚体が小さくな
り、水揚げ量も落ち着いています。ま
た、夏漁シーズンの到来を告げるう
に、なまこ等の磯廻り漁が各地で解禁
されました。中国・香港へ多く輸出さ
れるなまこについては為替相場の円
安傾向を反映し、昨年より高値を付け
ているケースが多くなっています。
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11ページの間違いさがしの答え
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さ
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６
月
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歳
）

皆様からのお便り、写真、イラスト
をお待ちしています！
次の①～③を明記の上、ご応募ください。抽選
で５名様に図書カードをプレゼントします。

①なみまるおたより箱への投稿（お便り、写真、
イラスト等）や、広報なみまるくん7月号への
感想・ご意見など

　②11ページのクロスワードの答え
　③住所・氏名・年齢・電話番号

※「なみまるおたより箱」には①からご紹介します。ご応募いた
だいた方の個人情報は、図書カード進呈や、お便り、写真、
イラスト等の掲載（氏名、年齢、市町村名）にのみ使用いた
します。写真やイラストは、返却できませんのでご了承ください。

編集部からのお知らせ

〈宛先〉 7月21日までにお送りください。　
（郵便） 〒060-0003
　　　 札幌市中央区北３条西７丁目１番地
　　　 北海道ぎょれん 営業企画部 広報担当

（ＦＡＸ） 011（271）0843
（電子メール） info@gyoren.or.jp
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今
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前
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か
り
で
す
。

（
浜
中
町
　
Ｋ
．Ａ
さ
ん
　
63
歳
）

５
月
中
旬
よ
り
う
に
漁
、６
月
中
旬
よ
り

な
ま
こ
漁
が
始
ま
り
ま
し
た
。今
後
の
凪

次
第
で
水
揚
げ
が
左
右
し
ま
す
。好
天
を

祈
念
し
ま
す
。

（
小
樽
市
　
宮
古
知
行
さ
ん
）

な
み
ま
る
く
ん
６
月
号
編
集
後
記
の「
世

界
遺
産
を
訪
ね
て
」。10
円
硬
貨
の
平
等
院

の
話
は
、ど
こ
に
も
行
け
な
い
私
に
と
っ
て

羨
ま
し
い
限
り
で
す
。そ
し
て
、息
子
さ
ん

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ん
て
ス
テ
キ
で
す
ね
。

（
根
室
市
　
渥
美
京
子
さ
ん
　
63
歳
）

「
浜
の
お
か
あ
さ
ん
レ
シ
ピ
」は
料
理
の
苦

手
な
私
に
と
っ
て
、大
変
参
考
に
な
っ
て
い

ま
す
。

（
釧
路
市
　
山
下
有
理
さ
ん
　
35
歳
）

な
み
ま
る
く
ん
６
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
地

元
の
高
校
紹
介
、よ
か
っ
た
で
す
。

（
厚
岸
町
　
佐
藤
紀
葉
さ
ん
　
16
歳
）

雨
が
多
い
で
す
ね
。野
菜
を
少
々
作
っ
て
い

ま
す
。雑
草
に
は
あ
り
が
た
い
の
で
し
ょ
う

が
、私
た
ち
の
口
に
は
い
つ
入
る
の
や
ら

（
初
山
別
村
　
白
府
美
恵
子
さ
ん
）

山
に
は
残
雪
、海
に
は
シ
ャ
チ
群
。こ
れ
を

見
な
が
ら
、サ
ケ
定
置
網
の
土
俵
入
れ
。

（
羅
臼
町
　
川
上
昭
一
さ
ん
　
80
歳
）

みなさんのお便りでつくる
ページです。

なみまる

おたより箱

fr
om

 readers

編
集
後
記

　
な
み
ま
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
お
伝

え
し
た
東
京
で
の
昆
布
Ｐ
Ｒ
に
参
加
。展
示

し
た
昆
布
か
ら
広
が
る
磯
の
香
り
に
、「
い

い
香
り
が
す
る
と
思
っ
た
ら
、昆
布
な
ん
で

す
ね
〜
」と
く
ん
く
ん
匂
い
を
嗅
ぎ
に
来
る

人
が
多
数
。と
ろ
ろ
昆
布
の
旨
み
だ
け
で

作
っ
た
ス
ー
プ
を
試
食
し
て
も
ら
う
と
、「
ほ

ん
と
に
昆
布
だ
け
？
」と
驚
く
人
多
数
。ホ

ン
モ
ノ
の
お
い
し
さ
は
体
験
し
て
も
ら
う
と

伝
わ
る
！
イ
ベ
ン
ト
の
心
地
よ
い
疲
れ
と

手
ご
た
え
を
感
じ
た
２
日
間
で
し
た
。（工

藤
）

　
友
人
の
結
婚
式
で
神
戸
へ
行
く
機
会
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。せ
っ
か
く
だ
か
ら
、と
京
都

へ
も
足
を
延
ば
し
た
の
で
す
が
、気
に
な
る

の
は
昆
布
屋
さ
ん
ば
か
り
。昼
食
は
も
ち
ろ

ん
、コ
ン
ビ
ニ
の
カ
ッ
プ
う
ど
ん
ま
で
昆
布

だ
し
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
、な
ん
と
な

く
誇
ら
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。（矢

幡
）

父
の
仕
事
先
は
漁
協
で
、今
年
は
時
鮭
が

獲
れ
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。そ
の
最
中
に

時
鮭
を
買
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
が
、美
味

し
か
っ
た
で
す
。も
っ
と
沢
山
獲
れ
れ
ば
い

い
で
す
ね
。

（
様
似
町
　
匿
名
　
35
歳
）

中
国
地
方
も
昨
日
よ
り
梅
雨
に
入
り
、今

日
も
一
日
じ
め
じ
め
し
て
い
ま
す
。梅
雨
の

時
期
が
長
い
の
で
、そ
の
時
は
北
海
道
に
帰

り
た
く
な
っ
て
き
ま
す
。鰆
が
と
て
も
美
味

し
い
時
期
で
す
ね
。

（
岡
山
県
新
見
市 

津
内
洋
史
さ
ん 

56
歳
）

先
日
、あ
っ
け
し
桜
・
牡
蠣
ま
つ
り
行
っ
て

き
ま
し
た
。初
め
て
行
き
ま
し
た
が
、美
味

し
く
て
楽
し
く
て
大
満
足
で
し
た
。

（
旭
川
市
　
中
島
良
子
さ
ん
　
50
歳
）

公益社団法人 北海道海難防止・水難救済センター

無理するな　命はひとつ　安全操業
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・えび（中）・・・８尾
・ほたて貝柱・・・１個
・三つ葉・・・１束
・卵・・・１個
・冷水・・・１カップ

・小麦粉・・・１カップ
・ベーキングパウダー・・・小さじ１
・塩・・・適量
・揚げ油・・・３カップ
・レモン・・・１個

今回はえびとほたてを使った「えびとホタテのかき

揚げ」をご紹介します。ご飯はもちろん、そばや

うどん、そうめんのお供にもぴったり。えびとほたて

のサクサク・プリプリの食感に、お箸が進みます。

材料（4人分）

北の魚情報がぎっしり！北海道ぎょれんウェブサイト

www.gyoren.or.jp
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特集

えびとホタテの
かき揚げ

夏の麺のお供にも、サクサク・プリプリかき揚げ

浜のおかあさん

レシピ

えびの殻をむき、貝柱を適当な大きさに切り水気を
きる。
三つ葉の根元を切り落とし、２ｃｍの長さに切る。
ボールに卵と冷水を合わせ、小麦粉とベーキング
パウダーを加えて混ぜ合わせる。
①と②を合わせ、塩と小麦粉（分量外）をまぶし、③
の衣と合わせる。
クッキングペーパーを７ｃｍ四方の大きさに切り、表
面に④を乗せる。
１７０°位の油にクッキングペーパーごと入れて揚げ
る。しばらくしてクッキングペーパーが自然に外れ
たらすくい上げる。
かき揚げをお皿に盛り、お好みでレモンを絞り、出
来上がり。

❶

❷
❸

❹

❺

❻

❼

作り方

東しゃこたん漁協

白岩　浪恵さん 熊木　和枝さん

第53回 北海道漁業協同組合長会議
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